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更年期における精神症状に関連する心理社会的要因の検討
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【問題と目的】
更年期症状（更年期障害）の発症には、内分泌学的要因、
すなわち卵巣機能の低下に伴うエストロゲンの減少による
影響と心理社会的要因が複雑に関与しており、症状の発症
や治療経過には個人差が大きいことが特徴的である。特に、
精神症状については、他の身体症状との関連が少ないなど
の指摘もあり、発症機序は必ずしも明確ではない。
本研究では、更年期に生じる精神症状をエストロゲンの
減少による直接的な影響よりも、エストロゲンレベルの低
下に起因する身体症状に対するストレス、この時期に特有
の環境変化と日常生活上のストレスによる影響を強く受け
て表出するものであると仮定し、ストレスに対する抵抗資
源を有することや更年期に重要となる生き方していること
が、症状の表出を抑制するのではないかと考えた。特に、
生きがいの発見や心身や生活上の変化への適応など、更年
期に重要であるといわれている生き方を反映すると考えち
れ、かつストレスに対して強いと考えられている性格傾向
に焦点を当て、更年期に訴えられた症状との関連を検討し
た。
【倫理的配慮】
本研究は、早稲田大学人間科学学術院研究倫理委員会の
承認を得て、行われた。
【研究1】
日的　更年期の精神症状に関連する要因を検討する。ホル
モン補充と精神症状との関連を検討するため、ホルモン補
充療法（HRT）を行った者においては、治療前後の症状の変
化と併せて検討する。
対象と方法　閉経を迎えた50～64歳の女性39名（平均年
齢　56．38歳SD3．49、平均閉経年齢50．44歳SD3．38）を
対象とした。調査内容は、属性（年齢、閉経年齢、更年期症
状のあった期間、診断（更年期障害）の有無、治療法）、閉経
のとらえ方、簡略更年期指数、日常苛立事尺度に加え、バ
ーデイネス尺度の下位尺度を一部改変し利用した。それを
先行研究に基づき、価値観・信条「新たな生きがいの発見」
「努力信奉」「変化の希求」とした。
結果と考察　更年期の諸症状は、相互に関係しており、精
神症状の独立性は認められなかった。日常ストレスの多い
者ほど、精神症状を多く表出する傾向にあることが示唆さ
れた。個人要因のうち、「新たな生きがいの発見」の傾向が
高いほど、エストロゲン由来と考えられている血管運動神
経障害様症状が少なく、新たな生きがいを発見しようとし、
かつ、変化を好む性格傾向が高い者においては、血管運動
神経障害様症状、精神症状が少ないことが示唆された。こ
のような傾向にある者は、これらの表出が少ない、あるい
は、注意が他にそれるなどして、知覚が軽減する可能怪が
示唆された。しかし、閉経年齢と症状との関連や臨床群に
おけるHRT前後の変化の個人差からは、内分泌環境に依
存する部分も大きく、特に重症例の場合、内分泌環境に影
響を受けて生じる血管運動神経障害様症状が日常ストレス
の増加や精神症状の増加につながるのではないかと考えた。
なお、閉経のとらえ方は肯定的な者が多く、閉経を実際に
迎えることで、より肯定的になることが示唆された。
【研究2】
目的　更年期症状の発症や治療経過との院連要因、閉経の
とらえ方が、どのように形成され、閉経経験によりどのよ
うに変化をするかを事例検討する。
対象と方法　60代前半の女性Aを対象とした。調査は、
1）質問紙（研究1と同一）、2）インタビュー（更年期症状の出
現と受容、更年期症状の出現前後の環境変化と対処、更年
期の日常ストレスと対処、サポート、HRTの治療効果、閉
経のとらえ方と変化等）であった。
結果と考察　更年期症状のうち、精神症状については、子
育てが一段落したことが喪失体験をつくり出した可能性が
あると考えられた。空の巣症候群、あるいは荷おろしに近
い状態であったと考えられる。しかし、Aの特徴として、
新しい生きがいの重要性を確信し、心身の不調を感じつつ
も、社会との接点を保とうと努力していたことが特記され
る。Aの積極的な性格傾向とそれに基づく行動が、新しい
生きがいの発見へとつながり、結果として、メンタルヘル
スを含むQOL全般を高めることに寄与したと考えられる。
【稔合考察】
本研究で扱ったパーソナリティ要因は、直接的、あるい
は間接的に更年期のメンタルヘルスの向上に貢献する可能
性が推察された。今後、HRT前後のエストロゲンレベルの
測定をし、治療効果とあわせて個人要因を検討することに
よって、より正確な知見を得られると考える。
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